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◆
３
月
２
日
に
朝
日
新
聞
で
公
文
書
改
ざ

ん
の
疑
惑
が
報
じ
ら
れ
、
急
展
開
を
迎
え
た

森
友
問
題
。
そ
の
後
、
出
て
き
た
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
改
ざ
ん
前
の
公
文
書
が
。
こ
れ
は
民
主

主
義
の
根
幹
に
関
わ
る
由
々
し
き
問
題
で

す
。 違

憲
立
法
、
国
政
の
私
物
化
、
安
倍
政
権

の
独
裁
に
は
も
う
う
ん
ざ
り
。 

ふ
ざ
け
る
ん 

じ
ゃ
な
い
。 

「
こ
こ
で
怒
ら
な

く
て
い
つ
怒
る
の
だ
」

と
わ
た
し
は
こ
の
３

月
か
ら
の
１
ヶ
月
、 

仕
事
の
帰
り
道
に
行

け
る
だ
け
行
こ
う
と 

決
心
し
て
国
会
前
や
官
邸
前
の
抗
議
行
動
に

足
を
運
ん
で
い
ま
す
。 

今
回
の
デ
モ
で
感
じ
る
こ
と
は
若
い
人
が

特
に
多
い
！
し
か
も
仕
事
帰
り
の
フ
ツ
ー
に
働

く
女
性
た
ち
、
男
性
た
ち
の
姿
が
目
に
つ
き
ま

す
。
み
ん
な
本
当
に
怒
っ
て
い
る
の
で
す
よ
！

そ
れ
を
実
感
し
ま
す
。 

毎
回
行
く
た
び
に
押
し
寄
せ
る
人
の
数
は

増
え
続
け
て
い
て
、
佐
川
氏
証
人
喚
問
の
あ
と

で
は
１
５
０
０
０
人
と
の
発
表
も
。
警
察
の
過

剰
警
備
で
な
か
な
か
全
体
像
が
見
え
に
く
い

の
も
問
題
で
す
。 

ず
っ
と
押
し
寄
せ
続
け
よ
う
。
あ
き
ら
め
な

い
で
。  

  
 

 
 

 
 

（前
原
町/

山
内
美
穂
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【こ
が
ね
い
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
５
】 

２
０
１
４
年
11
月
９
日
の
「
ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
」
や
、
２
０
１
５
年
３
月
７
日
の
「
小
金
井

平
和
の
日
・
市
民
イ
ベ
ン
ト
」
を
実
施
し
た
市
民
た
ち
が
、
安
全
保
障
法
案
に
反
対
す
る
た
め

に
始
め
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。 

駅
頭
宣
伝
活
動
や
反
対
の
国
会
請
願
署
名
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
安
倍
政

権
の
「
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く
り
」
、
「
憲
法
改
正
」
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
い

の
ち
と
平
和
を
守
る
た
め
に
多
彩
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

は
持
参
。
小
金
井
か
ら
も
皆
で
参
加
し

て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
４
月
14
日
正
午
、
武
蔵
小
金

井
駅
集
合
※
で
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

  
 

 

＃ 

国
会
前
大
集
合 

(

本
町/

Ｙ) 

（
※
駅
前
で
は
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
の
旗

が
目
印
で
す
。
） 

   

〈連絡先〉 

090-1548-6014 (陣内) 

 090-3813-7739 (内田) 
heiwa.koganei@gmail.com 

Twitter heiwa_koganei 

Facebook  heiwakoganei 

〈発行〉 

こがねいピースアクション実行委員会 

改ざん、隠蔽 
今の政治に憤りや違和感を感じたらその思いを

行動にうつしてみたくなりませんか？ 

 

デ
モ
や
署
名
、
色
々
な
意
思
表
明

の
仕
方
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
今
の
国

会
前
デ
モ
は
一
度
行
っ
て
み
る
価
値
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

平
和
的
な
デ
モ
だ
し
ひ
と
り
で
の
参

加
も
大
丈
夫
。
行
く
な
ら
国
会
議
事

堂
前
駅
、
永
田
町
駅
が
近
い
け
れ
ど
、

過
剰
警
備
で
出
口
を
封
鎖
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
の
で
霞
が 

関
や
桜
田
門
駅
で
降 

り
て
少
し
歩
く
の
も 

無
難
で
す
。 

国
会
正
門
前
、
官 

邸
前
、
議
員
会
館
前
、 

場
所
に
よ
っ
て
ス
ピ 

ー
チ
、
コ
ー
ル
、
歌
、 

サ
イ
レ
ン
ト
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
い
た

り
す
る
の
で
ぐ
る
っ
と
歩
い
て
自
分
に

合
う
場
所
を
見
つ
け
る
の
が
良
い
と
思

い
ま
す
。 

プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
ち
た
け
れ
ば
現

地
で
配
ら
れ
て
も
い
ま
す
が
お
手
製

を
持
参
し
た
り

S
N

S

で
検
索
し
て
あ

ら
か
じ
め
ネ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
す
る
と
洒

落
た
プ
ラ
カ
を
用
意
で
き
ま
す
。 

ト
ラ
ブ
ル
は
ほ
ぼ
な
い
で
す
が
何
か

あ
れ
ば
腕
章
を
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
見
守
り
弁
護
士
さ
ん
も
い
る
の
で
安

心
。 自

販
機
や
お
店
は
な
い
の
で
飲
料
等 

国会前で、市民が掲げるプラカード 

４月１４日（土）１４時～ ＠首相官邸前 国会前に大集合！ 

・安倍 9条改憲反対、森友問題徹底追求、内閣総辞職を 

求める、国会正門前大集会 

◆主催：総掛かり行動実行委員会、未来のための公共、安倍 9条 

改憲反対市民アクションなど 

◆小金井からの参加 ◆12 時 00分   武蔵小金井駅前集合  

※ 駅前ではピースアクションの旗が目印です。 

 

 



「
わ
か
ら
な
い
」
「
難
し
い
」
と
、
ほ
と
ん
ど
の
若
者
が

答
え
る
。
中
に
は
「
自
衛
隊
の
明
記
は
い
い
と
思
う
」

と
言
う
者
も
い
る
が
、
話
し
て
み
る
と
非
常
に
安
易

に
考
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。 

万
一
、
国
民
投
票
に
な
っ
た
と
き
改
憲
派
は
こ
う

し
た
若
者
達
を
狙
う
に
違
い
な
い
。 

  

変
え
る
か
変
え
な
い
か
、
決
断
を
迫
ら
れ
た
時
、

思
い
出
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
。 

「９
条
変
え
た
ら
必
ず
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る

よ
！
」「絶
対
変
え
な
い
で
！
」と
見
知
ら
ぬ
お
ば
さ

ん
が
、
真
剣
に
話
し
か
け
た
こ
と
を
。        

  

 

（緑
町/

中
嶋
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（
緑
町
・
中
嶋
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賛
成
１３
：
共
産
、
民
進
、
市
民
自
治
、
ネ
ッ

ト
、
情
報
公
開
、
こ
が
お
も
、
こ
が
あ
す
。 

反
対
９
：
自
民
、
公
明
、
市
民
会
議
、
改

革
。
以
下
が
要
旨
で
す
。 

安
倍
首
相
の
憲
法
改
正
案
は
、
第
９
条
に
自

衛
隊
の
存
在
が
記
述
さ
れ
る
。
第
９
条
第
２
項
を

残
し
た
と
し
て
も
別
の
項
目
で
自
衛
隊
の
存
在

理
由
が
明
記
さ
れ
れ
ば
、
第
９
条
第
２
項
が
空
文

化
、
死
文
化
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
世
論
調
査
で
は
第
９
条
が
日
本
の
平

和
と
安
全
に
役
に
立
っ
て
い
る
か
と
の
質
問
に
、

「
非
常
に
役
に
立
っ
て
い
る
」
が
29
％
、
「
あ
る
程

度
役
に
立
っ
て
い
る
」
が
53
％
と
、
合
わ
せ
て
８

割
を
超
え
る
人
が
役
に
立
っ
て
い
る
と
答
え
た
。

憲
法
第
９
条
改
正
は
国
民
の
願
い
と
逆
行
す
る
。 

安
倍
首
相
が
憲
法
第
９
条
に
記
述
し
よ
う
と

し
て
い
る
自
衛
隊
と
は
、
安
全
保
障
関
連
法
案
に

よ
り
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
可
能
と
な
る

自
衛
隊
の
こ
と
だ
。
こ
れ
を
憲
法
に
記
述
す
る
の

は
、
憲
法
違
反
の
安
全
保
障
関
連
法
案
を
合
憲

に
す
る
と
い
う
こ
と
。 

戦
後
70
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
日
本
が
海
外

で
戦
争
を
し
て
こ
な
か
っ
た
大
き
な
力
は
憲
法
第

９
条
の
存
在
と
市
民
の
粘
り
強
い
運
動
だ
。
今
、

憲
法
第
９
条
を
改
正
す
る
必
要
は
全
く
な
く
、

国
民
の
圧
倒
的
多
数
は
日
本
が
再
び
海
外
で
戦

争
す
る
国
に
な
る
こ
と
は
望
ん
で
い
な
い
。 

 

 

第
一
回
定
例
会
で
、
「
森
友
問
題
に
か

か
る
公
文
書
改
ざ
ん
問
題
の
責
任
を
厳

し
く
問
い
、
安
倍
内
閣
の
総
辞
職
を
求
め

る
意
見
書
」
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。 意

見
書
は
、
「
政
治
・
行
政
の
意
思
決

定
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
、
主
権
者
で
あ
る

国
民
へ
の
説
明
責
任
を
全
う
す
る
意
味

で
、
公
文
書
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
歴

史
そ
の
も
の
で
あ
る
。
財
務
省
が
存
在
す

る
公
文
書
の
存
在
を
否
定
し
、
ま
た
、
公

表
に
当
た
っ
て
公
文
書
を
改
ざ
ん
し
た
こ

と
は
、
『
国
民
の
知
る
権
利
』
を
侵
害
し
、

歴
史
を
塗
り
替
え
る
行
為
で
あ
り
、
厳

罰
を
持
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
犯
罪
で
あ

る
。
」と
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
う
え
で
意
見
書
は
、
安
倍
晋
三
内

閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
責
任
を
厳
し
く
問

う
と
と
も
に
、
疑
惑
の
徹
底
解
明
と
内
閣

の
総
辞
職
を
求
め
て
い
ま
す
。 

賛
成
し
た
の
は
、
共
産
、
民
進
、
緑
・
市

民
自
治
こ
が
ね
い
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
、
情

報
公
開
こ
が
ね
い
、
こ
が
ね
い
市
民
会

議
、
こ
が
ね
い
を
お
も
し
ろ
く
す
る
会
、

小
金
井
の
明
日
を
考
え
る
会
の
14
名
、

反
対
は
自
民
、
公
明
、
改
革
連
合
の
8

名
で
し
た
。 

 

 
～平成３０年度第１回定例会～ 


